
資料6－3

中国横断自動車道 姫路鳥取線（佐用～西粟倉）

一般国道３７３号 志戸坂峠道路



道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 中国横断自動車道 姫路鳥取線 事業 高速自動車国道 事業 国土交通省
ひめじとつとり

（佐用 ～ 西粟倉） 区分 主体 中国地方整備局
さ よ う にしあわくら

起終点 自：兵庫県佐用郡佐用町口金近 延長 １８.２km
さ よ う さようちようくちかねちか

至：岡山県英田郡西粟倉村影石
あ い だ にしあわくらそんかげいし

事業概要

中国横断自動車道姫路鳥取線は、兵庫県姫路市から鳥取県鳥取市に至る延長約８６ｋｍの国土開発幹線自動
ひめじとつとり ひ め じ とつとり

車道である 佐用～西粟倉は兵庫県北西部から岡山県北東部に位置し 兵庫県佐用郡佐用町口金近と岡山県英田。 、
さ よ う にしあわくら さ よ う さようちようくちかねちか あい だ

郡西粟倉村影石を結ぶ延長18.2kmの高規格幹線道路である。
にしあわくらそんかげいし

事業の目的・必要性

事業目的は、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、輸送時間の短縮、安全・安心の確保、沿線地域の産
業・経済の発展である。
事業概要図

事 事業期間 Ｈ５年度 用 地 着 手 Ｈ８年度 供用年 / - 変事 業 化 年 度 (当初) Ｈ24年度
業 － 工 事 着 手 Ｈ８年度 / - 動 1.0 倍都 市 計 画 決 定 (暫定/完成) (実績) Ｈ24年度
の 事業費 計画時 約610億円 / - 実 績 約611億円 / - 変(名目値) (名目値)
効 約598億円 / - 約590億円 / - 動 1.0 倍(暫定/完成) (実質値) (暫定/完成) (実質値)
果 交通量 計画時 実 績 変

22.6～37.3％等 11,500～14,200台／日/ - 2,600～5,300台/日 / - 動(当該路線) (暫定/完成) (暫定/完成)
旅行速度向上 44.4 → 76.9 km/h 交通事故減少 56 → 4 件/年
(現道→当該路線) (事業化前年次)Ｈ２年 (供用後年次)Ｈ２７年 (現道→現道) (事業中年次)Ｈ8年 (供用後年次)Ｈ２７年
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 672億円 総便益 1,351億円 基準年
分 析 結 果 ２．０ Ｈ２０年事 業 費： 632億円 ： 1,002億円走行時間短縮便益

維持管理費： 40億円 ： 256億円（当初） 走行経費減少便益
： 93億円交通事故減少便益

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 944億円 総便益 1,060億円 基準年
事 業 費： 882億円 ： 771億円分析 走行時間短縮便益

結果 事後 １．１ Ｈ２９年（ ） 維持管理費： 62億円 ： 197億円走行経費減少便益
： 92億円交通事故減少便益

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額
－ 億円 － 億円

事業遅延の理由
特になし
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事 客観的評価指標に対応する事後評価項目
業 ①物流効率化の支援
の ・西粟倉村における農林水産品の流通の利便性向上に寄与

効 ②国土・地域ネットワークの構築

【 、 】果 ・当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 津山市 姫路市～鳥取市

等 ③個性ある地域の形成

・道の駅「あわくらんど」の観光客数が増加した【入込客数(H19→H28):188千人/年→192千人/年】

④安全で安心できるくらしの確保

・西粟倉村～津山中央病院（第三次救急医療機関）の所要時間が短縮した

【西粟倉村～津山中央病院:約64分→約42分】
⑤災害への備え

・鳥取県及び岡山県緊急輸送道路ネットワーク計画における第一次緊急輸送道路に位置付け

・緊急輸送道路ネットワークの信頼性が向上した

⑥地球環境の保全

・CO2排出量が削減した【削減量:約7.8千t/年、320.3千t/年→312.5千t/年】

⑦生活環境の改善・保全

・NOX排出量が削減した【削減量:約19.6t/年、855.7t/年→836.1t/年】

・SPM排出量が削減した【削減量:約1.5t/年、44.2t/年→42.7t/年】

他５項目に該当
その他評価すべきと判断した項目

中国横断自動車道姫路鳥取線や志戸坂峠道路の開通などもあり、布袋工業団地の面積が開通前の約４倍

に拡張
環境影響評価に対応する項目事

環境影響評価実施要綱（昭和59年閣議決定）に基づき、環境影響評価を実施。業
に
よ

その他評価すべきと判断した項目る
特になし環

境
の
変

化

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・岡山県美作市・英田郡西粟倉村、鳥取県八頭郡智頭町・鳥取市の人口は昭和50年から平成12年まで増加した

が、以降、平成27年にかけて減少【S50：229千人→H12：247千人→H27：230千人】

・岡山県美作市・英田郡西粟倉村、鳥取県八頭郡智頭町・鳥取市の自動車保有台数は、平成2年から平成27年

にかけて増加【H2：98千台→H27：182千台】

・鳥取ICで連結する山陰道（鳥取IC～鳥取西IC間:約1.8km）が平成２５年12月に、国道29号津ノ井バイパスが
平成12年度までに全線暫定開通。

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・整備により、輸送時間の短縮、安全安心の確保、沿線地域の産業・経済・文化の発展など、事業目的に見合
った効果が確認できることから、今後の事後評価の必要はないと考える。

・姫路鳥取線の整備により、一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、４
車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通状況等を踏まえて検討する。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・ＰＣ橋の鋼材配置計画の見直しや、補強土壁のパネル形式の変更など新技術を活用することで、コスト縮減
を図り事業を完了する事ができた。今後も新技術などを活用し、コスト縮減に向けた取組を推進していくこ
とが重要である。

・また、整備効果にあたっては、３便益以外の把握に努める必要がある。
・事業評価手法については、一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価
することも重要と考える。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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道路建設事業の事後評価項目調書

事業名 一般国道373号 志戸坂峠道路 事業 一般国道 事業 国土交通省
しとさかとうげ

区分 主体 中国地方整備局

起終点 自：岡山県英田郡西粟倉村影石 延長 １８.４km
あ い だ にしあわくらそんかげいし

至：鳥取県八頭郡智頭町市瀬
や ず ちづちよういちのせ

事業概要

一般国道373号は、兵庫県赤穂市から鳥取県鳥取市に至る延長約８０ｋｍの主要幹線道路である。志戸坂峠
あ こ う とつとり しとさかとうげ

道路は岡山県北東部から鳥取県南東部に位置し、岡山県英田郡西粟倉村影石と鳥取県八頭郡智頭町市ノ瀬を結
あい だ にしあわくらそんかげいし や ず ちづちよう い ち の せ

ぶ延長18.4kmのバイパスである。
事業の目的・必要性

事業目的は、緊急輸送道路ネットワークの信頼性向上、輸送時間の短縮、安全・安心の確保、沿線地域の産
業・経済の発展である。
事業概要図

事 事業期間 Ｓ５２年度 用 地 着 手 Ｓ５２年度 供用年 - / 変事 業 化 年 度 (当初) Ｈ30年度
業 － 工 事 着 手 Ｓ５２年度 / - 動 ― 倍都 市 計 画 決 定 (暫定/完成) (実績) Ｈ24年度
の 事業費 計画時 - / 約1,050億円 実 績 約910億円 / - 変(名目値) (名目値)
効 - / 約1,006億円 約849億円 / - 動 ― 倍(暫定/完成) (実質値) (暫定/完成) (実質値)
果 交通量 計画時 実 績 変

36.4～39.8％等 12,100～12,300台／日/ - 4,400～4,900 台／日 / - 動(当該路線) (暫定/完成) (暫定/完成)
旅行速度向上 41.2 → 70.6 km/h 交通事故減少 56 → 4 件/年
(現道→当該路線) (供用前年次)Ｓ５５年 (供用後年次)Ｈ２７年 (現道→現道) (事業中年次)Ｈ8年 (供用後年次)Ｈ２７年
費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,389億円 総便益 1,469億円 基準年
分 析 結 果 １．１ Ｈ２０年事 業 費： 1,339億円 ： 1,217億円走行時間短縮便益

維持管理費： 51億円 ： 168億円（当初） 走行経費減少便益
： 84億円交通事故減少便益

費用対効果 Ｂ／Ｃ 総費用 1,806億円 総便益 890億円 基準年
事 業 費： 1,732億円 ： 696億円分析 走行時間短縮便益

結果 事後 ０．５ Ｈ２９年（ ） 維持管理費： 75億円 ： 118億円走行経費減少便益
： 77億円交通事故減少便益

事業遅延によるコスト増 費用増加額 便益減少額
－ 億円 － 億円

事業遅延の理由
特になし
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事 客観的評価指標に対応する事後評価項目
業 ①物流効率化の支援
の ・西粟倉村における農林水産品の流通の利便性向上に寄与

効 ②国土・地域ネットワークの構築

【 、 】果 ・当該路線が新たに拠点都市間を高規格幹線道路で連絡するルートを構成する 津山市 姫路市～鳥取市

等 ③個性ある地域の形成

・道の駅「あわくらんど」の観光客数が増加した【入込客数(H19→H28):188千人/年→192千人/年】

④安全で安心できるくらしの確保

・西粟倉村～津山中央病院（第三次救急医療機関）の所要時間が短縮した

【西粟倉村～津山中央病院:約64分→約42分】
⑤災害への備え

・鳥取県地域防災計画における第一次緊急輸送道路に位置付け

・緊急輸送道路ネットワークの信頼性が向上した

⑥地球環境の保全

・CO2排出量が削減した【削減量:約2.4千t/年、3,673.2千t/年→3,670.8千t/年】

⑦生活環境の改善・保全

・NOX排出量が削減した【削減量:約13.4t/年、11,341.1t/年→11,327.7t/年】
・SPM排出量が削減した【削減量:約1.1t/年、543.3t/年→542.2t/年】

他５項目に該当
その他評価すべきと判断した項目

中国横断自動車道姫路鳥取線や志戸坂峠道路の開通などもあり、布袋工業団地の面積が開通前の約４倍

に拡張

環境影響評価に対応する項目事

特になし業
に

その他評価すべきと判断した項目よ
特になしる

環
境
の
変
化

事業を巡る社会経済情勢等の変化

・岡山県美作市・英田郡西粟倉村、鳥取県八頭郡智頭町・鳥取市の人口は昭和50年から平成12年まで増加した

が、以降、平成27年にかけて減少【S50：229千人→H12：247千人→H27：230千人】

・岡山県美作市・英田郡西粟倉村、鳥取県八頭郡智頭町・鳥取市の自動車保有台数は、平成2年から平成27年

にかけて増加【H2：98千台→H27：182千台】

・鳥取ICで連結する山陰道（鳥取IC～鳥取西IC間：約1.8km）が平成25年12月に、国道29号津ノ井バイパスが
平成12年度までに全線暫定開通

今後の事後評価の必要性及び改善措置の必要性
・整備により、輸送時間の短縮、安全安心の確保、沿線地域の産業・経済・文化の発展など、事業目的に見合
った効果が確認できることから、今後の事後評価の必要はないと考える。

・志戸坂峠道路の整備により、一定の効果が確認できることから、改善措置の必要性はないと考える。なお、
４車線整備については、今後の沿線周辺などの開発や交通状況等を踏まえて検討する。

計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性
・ＰＣ橋の鋼材配置計画の見直しや、補強土壁のパネル形式の変更など新技術を活用することで、コスト縮減
を図り事業を完了する事ができた。今後も新技術などを活用し、コスト縮減に向けた取組を推進していくこ
とが重要である。

・また、整備効果にあたっては、３便益以外の把握に努める必要がある。
・事業評価手法については、一体となって効果を発揮する道路ネットワークについてはそれらをまとめて評価
することも重要と考える。

特記事項
特になし

※ 総費用、総便益とその内訳は、各年次の価額を割引率を用いて基準年の価値に換算し累計したもの。
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.
12
月

開
通

延
長

3.
2
km

H
2
5
.3
月

開
通

延
長

0.
5
km

し
と

さ
か

- 6 -



中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

【
目

的
】

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性

向
上

、
輸

送
時

間
の
短

縮
、
安

全
・
安

心
の
確

保
、
沿

線
地

域
の
産

業
・
経

済
の
発

展
で
あ
る
。

事
業

概
要

標
準

断
面

図

計
画

概
要

図

２
．

事
業

概
要

及
び

経
緯

（
１

）
事

業
の

概
要

智頭～鳥取

延長24.7km 
（新直轄区間）

延長18.2km 
（新直轄区間）

延長18.4km

ちづとっとり

佐用～西粟倉
さようにしあわくら

一般国道373号

志戸坂峠道路
しとさかとうげ

E2
9

E2
A

E9

E2
9

鳥
取
市
役
所

智
頭
町
役
場

鳥
取
県
庁

西
粟
倉
村
役
場

佐
用
町
役
場

美
作
市
役
所

志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル

延
長

2.
5k

m

至 姫 路

至
福

知
山

至 倉 吉 至 津 山 市 街

至 姫 路

事
業

概
要

ひ
め
じ
と
っ
と
り

中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取

線
さ
よ
う

に
し
あ
わ

く
ら

佐
用
～
西
粟
倉

し
と
さ
か
と
う
げ

一
般
国
道
3
7
3
号

志
戸
坂
峠
道
路

に
し
あ
わ
く
ら

ち
づ

西
粟

倉
～

智
頭

起
終

点

ひ
ょ
う
ご

さ
よ
う

さ
よ
う
ち
ょ
う

く
ち
か
ね
ち
か

起
点

：
兵

庫
県

佐
用

郡
佐

用
町

口
金

近
お
か
や

ま
あ
い
だ

に
し
あ
わ

く
ら
そ
ん
か
げ
い
し

終
点

：
岡

山
県

英
田

郡
西

粟
倉

村
影

石

お
か
や

ま
あ
い
だ

に
し
あ
わ

く
ら
そ
ん
か
げ
い
し

起
点

：
岡

山
県

英
田

郡
西

粟
倉

村
影

石
と
っ
と
り

や
ず

ち
づ
ち
ょ
う

い
ち
の
せ

終
点

：
鳥

取
県

八
頭

郡
智

頭
町

市
瀬

計
画

延
長

1
8
.2
k
m

1
8
.4
k
m

道
路

規
格

第
1
種
第
3
級

第
1
種
第
3
級

設
計

速
度

8
0
k
m
/
h

8
0
k
m
/
h

車
線

数
暫
定
2
車
線

暫
定
2
車
線
（智

頭
南
IC
～
智
頭
IC
）

完
成
2
車
線
（西

粟
倉
IC
～
智
頭
南
IC
）

備
考

－
＜
志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル
部
＞

道
路

規
格

：
第

3
種

第
2
級

設
計
速
度
：6

0
k
m
/
h

凡
例

姫
路

鳥
取

線
(対

象
事

業
区

間
)

志
戸

坂
峠

道
路

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
(未

開
通

区
間

)

姫
路

鳥
取

線
(開

通
区

間
)

直
轄

国
道

補
助

国
道

注
)
志
戸
坂
ト
ン
ネ
ル
の
延
長
は
、
明
か
り
部
も
含
め
た
延
長
を
記
載

■
土

工
区

間
■

橋
梁

区
間

■
ト

ン
ネ

ル
区

間

1
.
2
5

7
.
0

1
.
2
5

■
志

戸
坂

ト
ン

ネ
ル

1
.
5

6
.
5

0
.
5

0
.
5

1
.
7
5

7
.
0

1
.
7
5

1
0
.
5

1
.
7
5

7
.
0

1
.
7
5

1
0
.
5
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

•志
戸

坂
峠

道
路

は
、
平

成
2
0
年

３
月

ま
で
に
西

粟
倉

IC
以

外
の
区

間
を
段

階
的

に
開

通
。
姫

路
鳥

取
線

の
智

頭
IC
～

河
原

IC
間

は
平

成

2
1
年

3
月

、
河

原
IC
～

鳥
取

IC
間

は
平

成
2
2
年

3
月

に
開

通
し
た
。

•平
成

2
5
年

3
月

に
大

原
IC
～

西
粟

倉
IC
間

が
開

通
し
佐

用
Ｊ
Ｃ
Ｔ
以

北
の
全

線
が
開

通
し
た
。

２
．

事
業

概
要

及
び

経
緯

（
２

）
事

業
の

経
緯

佐
用

JC
T

至
鳥
取

市

兵
庫

県
側

岡
山

県
側

鳥
取

県
側

鳥
取
県
側

岡
山

県
側

延
長

18
.2

km
（

新
直

轄
区

間
）

さ
よ

う
に

し
あ

わ
く
ら

佐
用

～
西

粟
倉

延
長

18
.4

km
延

長
24

.7
km

 (新
直

轄
区
間

)

一
般

国
道

37
3号

志
戸

坂
峠

道
路

し
と

さ
か

と
う

げ

H
22

年
3月

開
通

H
21

年
3月

開
通

H
22

年
3月

開
通

終 点 鳥 取 県 鳥 取 市

延
長

9.
9k

m
H

25
年

3月
開

通

延
長

8.
3k

m

延
長

15
.0

km
延

長
9.

7k
m

と っ と り と っ と り

ち
づ

と
っ

と
り

智
頭

～
鳥

取

S5
6年

12
月

開
通

延
長

2.
5k

m

H
6年

12
月

開
通

延
長

3.
2k

m

H
9年

4月
開

通

延
長

3.
9k

m
H

20
年

3月
開

通

延
長

8.
3k

m

H
25

年
3月

開
通

延
長

0.
5k

m

ひ
め

じ
と

っ
と

り
ち

づ

と
っ

と
り

か
わ

は
ら

か
わ

は
ら

お
お

は
ら

に
し

あ
わ

く
ら

さ
よ

う

E2
A

E2
9

E2
9

鳥
取
市
役
所

智
頭
町
役
場

鳥
取
県
庁

西
粟
倉
村
役
場

佐
用
町
役
場

美
作
市
役
所

至
姫
路

至
豊

岡

至
倉

吉
至

津
山

市
街

至
姫
路

ひ ょ う ご さ よ う さ よ う ち ょ う

起 点 兵 庫 県 佐 用 郡 佐 用 町

至
美
作

市

至
鳥
取

市西
粟

倉
IC

【
写

真
②

】

西
粟

倉
IC

上
空

か
ら

美
作

市
方

面
を

望
む

に
し
あ
わ

く
ら

み
ま
さ
か

凡
例

姫
路

鳥
取

線
(対

象
事

業
区

間
)

志
戸

坂
峠

道
路

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
(未

開
通

区
間

)

姫
路

鳥
取

線
(開

通
区

間
)

直
轄

国
道

補
助

国
道

写
真
①

写
真

②

【
写

真
①

】

佐
用

J
C

T
上

空
か

ら
鳥

取
市

方
面

を
望

む
さ

よ
う

と
っ
と
り

区
間

佐
用
～
西
粟
倉

志
戸

坂
峠

道
路

佐
用
JC

T
～
大
原
IC

大
原
IC
～
西
粟
倉

IC
西

粟
倉

IC
～

坂
根

志
戸

坂
ト
ン
ネ
ル

智
頭

町
駒

帰
～

智
頭

南
IC

智
頭

南
IC
～

智
頭

IC
IC
接

続
部

(
0
.5
km

)

整
備
計
画

平
成

3
年

度

施
工
命
令

平
成

5
年

度

計
画
等
変
更

平
成

1
5
年

度
新

直
轄

方
式

へ
移

行

事
業
着
手

昭
和

5
2
年

度
平

成
3
年

度

用
地
着
手

平
成

8
年

度
平

成
9
年

度
平

成
1
9
年

度
昭

和
5
2
年

度
平

成
7
年

度

工
事
着
手

平
成

8
年

度
平

成
1
4
年

度
平

成
2
1
年

度
昭

和
5
2
年

度
平

成
9
年

度

開
通

平
成

2
2
年

3
月

暫
定

2
車

線
開

通
平

成
2
5
年

3
月

暫
定

2
車

線
開

通
平

成
2
5
年

3
月

完
成

2
車

線
開

通
平

成
6
年

1
2
月

完
成

2
車

線
開

通
昭

和
5
6
年

1
2
月

完
成

2
車

線
開

通
平

成
9
年

4
月

完
成

2
車

線
開

通
平

成
2
0
年

3
月

暫
定

2
車

線
開

通

- 8 -



中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

３
．

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

の
変

化

◆
中

国
横

断
自

動
車

道
姫

路
鳥

取
線

（
佐

用
～

西
粟

倉
）

当
初

・
再

評
価

(
H
2
0
再

評
価

)
実

績

事
業

延
長

延
長

1
8
.2
km

延
長

1
8
.2
km

道
路

構
造

暫
定
2
車
線

暫
定

2
車

線

総
事

業
費

約
6
1
0
億

円
約

6
1
1
億

円

交
通

量
1
1
,5
0
0
台

/
日

～
1
4
,2
0
0
台

/
日

（
H
1
7
道
路
交
通
量
調
査
に
基
づ
く
H
4
2
推
計
）

2
,6
0
0
台

/
日

～
5
,3
0
0
台

／
日

※
H
2
7
実

績
値

事
業

期
間

平
成

1
5
年

度
～

平
成

2
4
年

度
(
9
年

間
)

平
成

1
5
年

度
～

平
成

2
4
年

度
(
9
年

間
)

- 9 -



中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

３
．

費
用

対
効

果
分

析
の

要
因

の
変

化

◆
志

戸
坂

峠
道

路

当
初

・
再

評
価

(
H
2
0
再

評
価

)
実

績

事
業

延
長

延
長

1
8
.4
km

延
長

1
8
.4
km

道
路

構
造

完
成

4
車

線
（
智

頭
南

IC
～

智
頭

IC
）

完
成

2
車

線
（
西

粟
倉

IC
～

智
頭

南
IC
）

暫
定

2
車

線
（
智

頭
南

IC
～

智
頭

IC
）

完
成

2
車

線
（
西

粟
倉

IC
～

智
頭

南
IC
）

総
事

業
費

約
1
,0
5
0
億
円

約
9
1
0
億

円

交
通

量
1
2
,1
0
0
台

/
日

～
1
2
,3
0
0
台

/
日

（
H
1
7
道
路
交
通
量
調
査
に
基
づ
く
H
4
2
推
計
）

4
,4
0
0
台

/
日

～
4
,9
0
0
台

/
日

※
H
2
7
実

績
値

事
業

期
間

昭
和

5
2
年

度
～

平
成

3
0
年

度
(
4
2
年

間
)

昭
和

5
2
年

度
～

平
成

2
4
年

度
(
3
6
年

間
)

※
Ｈ

２
０

再
評

価
時

の
事

業
期

間
は

、
完

成
形

を
想

定
し

た
事

業
費

、
事

業
期

間
を

記
載

。
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

98
12

2
13

6

18
0

17
9

18
2

1.
00

 
1.

24
 

1.
39

 
1.

83
 

1.
82

 
1.

85
 

0.
0

1.
0

2.
0

3.
0

4.
0

05010
0

15
0

20
0

25
0

H2
H7

H1
2

H1
7

H2
2

H2
7

沿
線

⾃
動

⾞
保

有
台

数
沿

線
（

伸
び

率
）

岡
⼭

県
（

伸
び

率
）

⿃
取

県
（

伸
び

率
）

中
国

地
⽅

（
伸

び
率

）

⾃
動

⾞
保

有
台

数
（

千
台

）
伸

び
率

Ｈ 6 ・ 1
2

志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 岡 山 県 側) 開 通

Ｈ 3 鳥 取 自 動 車 道 佐 用 ～ 西 粟 倉 整 備 計 画

Ｓ 5
2

志 戸 坂 峠 道 路 事 業 着 手

Ｓ 5
6

・ 1
2

志 戸 坂 峠 ト ン ネ ル 部 開 通

Ｈ 9 ・ 4 志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 鳥 取 県 側) 開 通

Ｈ 2
0

・ 3 志 戸 坂 峠 道 路Ⅱ 期 区 間 開 通

Ｈ 2
5

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 西 粟 倉) 全 線 開 通

17
 

21
 

21
 

21
 

27
 

33
 

34
 

31
 

35
 

34
 

7 
15

 

42
 

53
 

17
 

21
 

21
 

21
 

27
 

33
 

34
 

31
 

35
 

34
 

50
 

67
 

020406080
交

通
量

（
百

台
／

⽇
）

４
．

社
会

経
済

情
勢

等
の

変
化

•沿
線

地
域

で
あ
る
岡

山
県

美
作

市
・
英

田
郡

西
粟

倉
村

、
鳥

取
県

八
頭

郡
智

頭
町

・
鳥

取
市

の
人

口
は
減

少
傾

向
で
あ
り
、
自

動
車

保
有

台
数

の
変

化
は
沿

線
県

平
均

・
中

国
全

体
よ
り
も
高

い
状

況
。

•国
道

3
7
3
号

の
交

通
量

は
減

少
し
て
い
る
も
の
の
、
志

戸
坂

峠
道

路
、
姫

路
鳥

取
線

は
並

行
す
る
国

道
や
県

道
等

か
ら
交

通
が
転

換
し
分

担
率

が
大

き
く
な
っ
て
い
る
。

■
人

口
の

推
移

Ｈ 6 ・ 1
2

志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 岡 山 県 側) 開 通

Ｈ 3 鳥 取 自 動 車 道 佐 用 ～ 西 粟 倉 整 備 計 画

Ｓ 5
2

志 戸 坂 峠 道 路 事 業 着 手

Ｓ 5
6

・ 1
2

志 戸 坂 峠 ト ン ネ ル 部 開 通

Ｈ 9 ・ 4 志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 鳥 取 県 側) 開 通

Ｈ 2
0

・ 3 志 戸 坂 峠 道 路Ⅱ 期 区 間 開 通

Ｈ 2
5

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 西 粟 倉) 全 線 開 通

■
交

通
量

の
推

移

沿
線

市
町

村
(人

口
)

沿
線

市
町

村
岡

山
県

鳥
取

県
中

国
全

体

■
自

動
車

保
有

台
数

の
推

移

お
か

や
ま

あ
い

だ
に

し
あ

わ
く

ら
そ

ん
ち

づ
ち

ょ
う

み
ま

さ
か

と
っ

と
り

や
ず

ひ
め

じ
と

っ
と

り
し

と
さ

か
と

う
げ

2
7
 

3
0
 

3
0
 

2
2
 

2
8
 

4
2
 

4
9
 

4
4
 

4
6
 

4
8
 

5
3
 

4
9
 

0

1
0

2
0

3
0

4
0

5
0

6
0

S
52

S
55

S
58

S
60

S
63

H
2

H
6

H
9

H
1
1

H
1
7

H
2
2

H
2
7

交
通

量
（

百
台

／
⽇

）
Ｈ 6 ・ 1
2

志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 岡 山 県 側) 開 通

Ｓ 5
2

志 戸 坂 峠 道 路 事 業 着 手

Ｓ 5
6

・ 1
2

志 戸 坂 峠 ト ン ネ ル 部 開 通

Ｈ 9 ・ 4 志 戸 坂 峠 道 路Ⅰ 期 区 間( 鳥 取 県 側) 開 通

Ｈ 2
0

・ 3 志 戸 坂 峠 道 路Ⅱ 期 区 間 開 通

【
志
戸
坂
峠
道
路
】

Ｈ 2
2

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 大 原) 部 分 開 通

Ｈ 2
5

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 西 粟 倉) 全 線 開 通

姫
路

鳥
取

線
国

道
3
7
3
号

【
中
国
横
断
自
動
車
道

姫
路
鳥
取
線
及
び
国
道

3
7
3
号
(
佐
用
平
福
I
C
～
大
原

I
C
)
】

資
料

：
国

勢
調

査
注

)沿
線

市
町

村
：
岡

山
県

美
作

市
・
西

粟
倉

村
、

鳥
取

県
智

頭
町

・
鳥

取
市

S
52

S
55

S
58

S
60

S
63

H
2

H
6

H
9

H
1
1

H
1
7

H
2
2

H
2
7

資
料

：
都

道
府

県
都

道
府

県
別

・
車

種
別

自
動

車
保

有
車

両
数

表
沿

線
市

町
村

鳥
取

県
統

計
年

報
、

岡
山

県
統

計
年

報
S
5
2
～

H
2
7

交
通

量
調

査
注

)沿
線

市
町

村
：
岡

山
県

美
作

市
・
西

粟
倉

村
、

鳥
取

県
智

頭
町

・
鳥

取
市

Ｈ 2
2

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 大 原) 部 分 開 通

Ｈ 2
2

・ 3 姫 路 鳥 取 線( 佐 用 ～ 大 原) 部 分 開 通

人
口

(千
人

)

伸
率

(S
50

=
1.

0)

伸
率

(S
50

=
1.

0)
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況

＜
整

備
効

果
＞

整
備
効
果
④
：
地
域
産
業
の
支
援

（
企

業
の

進
出

と
雇

用
）

（
林

業
の

活
性

化
）

整
備
効
果
①
：
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

整
備
効
果
③
：
安
全
・
安
心
の
確
保

整
備
効
果
②
：
緊
急
輸
送
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信
頼
性
向
上
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

34
 

15
 

53
 

34
 

67
 

020406080

H1
7

H2
7

交
通

量
（

百
台

／
⽇

）

志
⼾

坂
トン

ネ
ル

鳥
取
市
役
所

智
頭
町
役
場

鳥
取
県
庁

西
粟
倉
村
役
場

佐
用
町
役
場

美
作
市
役
所

至 姫 路

至
福

知
山

至 倉 吉 至 津 山 市 街

至 姫 路

智頭～鳥取

延長24.7km 開通
（新直轄区間）

延長18.2km 開通
（新直轄区間）

延長18.4km

ちづとっとり

佐用～西粟倉
さようにしあわくら

一般国道373号

志戸坂峠道路
しとさかとうげ

•姫
路

鳥
取

線
及

び
志

戸
坂

峠
道

路
の
整

備
に
よ
り
、
主

要
都

市
間

の
所

要
時

間
が
短

縮
さ
れ
、
相

互
の
地

域
間

交
流

が
活

発
化

し
、
人

流
･
物

流
･
産

業
交

流
の
促

進
に
寄

与
し
て
い
る
。

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況
整

備
効

果
①

高
速

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
形

成

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

鳥
取
市
～
中
国
横
断
自
動
車
道
佐
用
IC
・
JC

T
の
所
要
時
間

佐 用 Ｉ Ｃ ・ Ｊ Ｃ Ｔ

鳥 取 市
整
備
前
：
S
5
5
交
通
量
調
査
(
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
)

整
備
後
：
H
2
7
交
通
量
調
査
(
混
雑
時
平
均
旅
行
速
度
)

【
整

備
前

】
鳥

取
市

役
所

～
佐

用
IC

7
2
.9
km

約
1
1
0
分

約
6
1
分

約
4
9
分

短
縮

【
整

備
後

】
鳥

取
市

役
所

～
佐

用
JC

T
6
4
.9
km

E2
9

E2
A

E9

開
通

前
ル

ー
ト

開
通

後
ル

ー
ト

凡
例

凡
例

姫
路

鳥
取

線
(対

象
事

業
区

間
)

志
戸

坂
峠

道
路

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
(未

開
通

区
間

)

姫
路

鳥
取

線
(開

通
区

間
)

直
轄

国
道

補
助

国
道

急
カ
ー
ブ

箇
所

47
箇
所

姫
路

鳥
取

線
(佐

用
～
西

粟
倉

)、
国

道
37

3号
志

戸
坂
峠
道

の
並
行
区

間
の
道
路

線
形

■
急
カ
ー
ブ
箇
所
の
判
定
は
曲
線
半
径
が
以
下
の
値
以
下
の
箇
所

15
0m

(6
0k

m
/h
区

間
)、

10
0m

(5
0k

m
/h
区
間

)、
60

m
(4

0k
m

/h
区
間

)

交
通
量
の
増
加

【
姫
路
鳥
取
線
及
び
国
道
3
7
3
号
(
佐
用
平
福
IC
～
大
原
IC
)
】

姫
路

鳥
取

線
国

道
3
7
3
号

2
.0

倍
増

交
通

量
断

面

E2
9

資
料

：
H

1
7
、

H
2
7

交
通

量
調

査

整
備

前
整

備
後
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

•国
道

３
７
３
号

の
佐

用
～

智
頭

間
に
お
い
て
は
、
過

去
1
0
年

間
、
平

均
で
約

2
回

／
年

、
約

4
時

間
／

年
の
通

行
規

制
が
発

生
し
て
い
る
。

•開
通

後
は
、
災

害
や
事

故
に
よ
り
国

道
3
7
3
号

が
通

行
止

め
に
な
っ
た
場

合
で
も
、
姫

路
鳥

取
線

・
志

戸
坂

峠
道

路
を
利

用
す
る
こ
と
で
、
通

行
止

め
に
よ
る
足

止
め
や
大

幅
な
迂

回
は
解

消
さ
れ
、
緊

急
輸

送
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
信

頼
性

が
向

上
し
て
い
る
。

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況
整

備
効

果
②

緊
急

輸
送

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

の
信

頼
性

向
上

■
所

要
時

間
○

開
通

前
：
H

1
7
交

通
量

調
査

(混
雑

時
平

均
旅

行
速

度
)

○
開

通
後

：
H

2
7
交

通
量

調
査

(混
雑

時
平

均
旅

行
速

度
)

日
時

：
平

成
29

年
4
月

1
日

場
所

：
岡

山
県

美
作

市
古

町
状
況
：

大
型

貨
物

と
小

型
貨

物
の
正
面
衝
突
に
よ
る
通
行
止
め
(
約
6
時
間
)

国
道
3
7
3
号
(
姫
路
鳥
取
線
並
行
区
間
)
の
過
去
1
0
年
間
(
H
1
8
-
H
2
7
)
通
行
規
制
実
績

美
作
市

大
原
総
合
支
所

国
道

3
7
3
号

約
5
1
分

(3
9
.0
k
m
)

迂
回

ル
ー
ト

約
1
0
0
分
(約

6
4
.9
k
m
)

※
大

原
IC
～
智
頭

IC
の
区

間
で

通
行

止
と
な
っ
た
の
場
合

全
線
開
通
前

（
H
2
0
以

前
)

開
通
後

姫
路

鳥
取
線

約
3
5
分
(4
0
.8
k
m
)

開
通

後
の

ル
ー

ト

【
凡

例
】

E2
A

E2
9

E2
A

智
頭

ＩＣ

大
原

ＩＣ 佐
用

平
福

ＩＣ

佐
用

Ｊ
Ｃ

Ｔ

智
頭

南
ＩＣ

佐
用

平
福

ＩＣ

佐
用

Ｊ
Ｃ

Ｔ

拡
大
図

迂
回

時
は

2
倍

美
作
市
大
原

総
合
支
所西

粟
倉

ＩＣ

事
故

災
害

合
計

平
均

通
行

規
制

回
数

1
7
回

3
回

2
0
回

2
回

/
年

延
べ

通
行

規
制

時
間

3
1
時

間
6
時

間
3
7
時

間
3
.7

時
間

/
年

【
凡
例
】

姫
路
鳥
取
線
・
志
戸
坂
峠
道
路

(対
象
区
間
開
通

)
姫
路
鳥
取
線
・
志
戸
坂
峠
道
路

(対
象
区
間
未
開
通

)
姫
路
鳥
取
線

(開
通
区
間

)

■
通

行
規

制
○

交
通

事
故

・
道

路
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
◯

関
係

者
ヒ

ア
リ

ン
グ

結
果

注
：
事

故
に

よ
る

通
行

規
制

は
片

側
交

互
規

制
を

含
む

注
：
規

制
発

生
箇

所
は

H
1
8
-
H

2
7
に

お
け

る
発

生
全

て
を

全
線

開
通

前
の

図
に

プ
ロ

ッ
ト

西
粟

倉
ＩＣ

姫
路

鳥
取

線
開

通
後

の
現

道
区

間
の
事

故
に
よ
る
通

行
止

め

国
道

３
７

３
号

と
姫

路
鳥

取
線

で
一

時
的

に
通

行
止

め
を

行
う

場
合

、
ど

ち
ら

か
が

通
行

可
能

と
な

る
よ

う
に

運
用

。

志
戸
坂
峠
道
路

佐
用
～
西
粟
倉

志
戸
坂
峠
道
路

智
頭
町
役
場

智
頭

南
ＩＣ

智
頭

ＩＣ

通
行

止
に
よ
る
足
止
め
や

大
幅

な
迂

回
の
解
消

約
2
回

／
年

約
3
.7
時

間
／

年
の
通

行
規

制

大
原

ＩＣ

信
頼
性
の
高
い
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
確
保

智
頭
町
役
場

全
線

開
通

前
の
ル
ー

ト

全
線

開
通

前
の
迂
回

ル
ー
ト

事
故

に
よ

る
片
側
交

互
通
行
箇

所

事
故

に
よ

る
通
行
止

め
箇
所

災
害

に
よ

る
通
行
止

め
箇
所

事
前

通
行

規
制
区
間

【
凡
例
】

連
続

⾬
量

20
0m

m
以

上
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

•姫
路

鳥
取

線
及

び
志

戸
坂

峠
道

路
に
現

道
（
国

道
5
3
号

、
国

道
3
7
3
号

）
の
交

通
が
転

換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
死

傷
事

故
件

数
が
約

8
割

減

少
し
て
い
る
。

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況
整

備
効

果
③

安
全

・
安

心
の

確
保

死傷事故件数[件/年]

開
通

前
開

通
後

5
9
件

/
年

9
件

/
年

約
8
割

減
少

5
6
件

/
年

4
件

/
年

3
件

/
年

8
0

6
0

4
0

2
0 0

◆
死
傷
事
故
発
生
件
数
の
変
化

■
死

傷
事

故
件

数
○

開
通

前
：
平

成
8
年

1
月

～
1
2
月

〔
交

通
事

故
・
道

路
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
〕

○
開

通
後

：
平

成
2
7
年

1
月

～
1
2
月

〔
交

通
事

故
・
道

路
統

合
デ

ー
タ

ベ
ー

ス
〕

注
)死

傷
事

故
と

は
人

身
事

故
に

相
当

し
、

物
損

事
故

は
含

ま
な

い
注

)国
道

5
3
号

は
鳥

取
県

の
み

智頭～鳥取

延長24.7km 開通
（新直轄区間）

延長18.2km 開通
（新直轄区間）

延長18.4km

ちづとっとり

佐用～西粟倉
さようにしあわくら

一般国道373号

志戸坂峠道路
しとさかとうげ

死傷事故件数集計範囲：
姫路鳥取線・志戸坂峠道路(佐用JCT～智頭IC)延長36.6km

死傷事故件数集計範囲：
国道53号・国道373号(佐用IC～智頭IC)

E2
9

E2
A

E9

E2
9

鳥
取
市
役

所

智
頭
町
役
場

鳥
取
県
庁

西
粟
倉
村
役
場

佐
用
町
役
場

美
作
市
役
所

至 姫 路

至
福

知
山

至 倉 吉 至 津 山 市 街

至 姫 路

凡
例

姫
路

鳥
取

線
(対

象
事

業
区

間
)

志
戸

坂
峠

道
路

高
規

格
幹

線
道

路

高
規

格
幹

線
道

路
(未

開
通

区
間

)

姫
路

鳥
取

線
(開

通
区

間
)

直
轄

国
道

補
助

国
道

開
通

前
開

通
後

3
0

2
0 0

1
0

交通量[百台/日]

8
.4

5
件

/
年

1
3
.4

4
.0

1
7
.4

8
.4

◆
大
型
車
交
通
量
の
変
化

■
大

型
車

交
通

量
○

開
通

前
：
H

6
交

通
量

調
査

○
開

通
後

：
H

2
7
交

通
量

調
査

※
姫

路
鳥

取
線

は
佐

用
平

福
IC

～
大

原
IC

大
型

車
交
通
量

半
減

姫
路

鳥
取

線
・
志

戸
坂

峠
道

路
国

道
5
3
号

・
国

道
3
7
3
号

（
智

頭
IC

～
佐

用
IC

）

姫
路

鳥
取

線
並

行
区

間
（
国

道
3
7
3
号

）

大
型

車
交

通
量

断
面
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

岡
山
県

兵
庫
県

鳥
取
県

E
2
A

※
分

譲
完

了
は

近
年

完
了

し
た

も
の

の
み

を
掲

載【
凡

例
】

分
譲

完
了

(分
譲

率
10

0%
)

分
譲

中

造
成

中
（
全
線
開
通

後
）

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況
整

備
効

果
④

地
域

産
業

の
支

援
（
企

業
の

進
出

と
雇

用
）

資
料

：
鳥

取
県

立
地

戦
略

課

沿
線
工
業
団
地
の
分
譲
状
況
と
地
域
雇
用

E
2
9

■
企

業
進

出
状

況
・
雇

用
者

数
【
鳥

取
県

東
部

地
域

】

出
典

：
鳥

取
県

、
鳥

取
市

ヒ
ア

リ
ン

グ

(h
a)

■
企

業
進

出
に
併

せ
鳥

取
市
が
工

業
団

地
を
造

成
現
況
写
真

⾄
⿃

取
IC

⿃
取

南
IC

写
真

１
布

袋
工

業
団

地
（
鳥

取
市

河
原

町
）

写
真

２
山

手
工

業
団

地
（
鳥

取
市

河
原

町
）

⾄
⿃

取
南

IC

○
新
規
正
規
雇
用
1
万
人

→
自

動
車

、
航
空

機
、
医
療

器
機
関

連
の
３
分

野
の

企
業

誘
致

に
注

力

○
布

袋
工

業
団

地
：
４
倍

近
く
の
面

積
に
拡

張
（
約

5
h
a
⇒

約
1
8
h
a
）

○
山

手
工

業
団

地
：
整

備
を
一

部
前

倒
し
（
H
2
9
⇒

H
2
7
一

部
分

譲
）

○
利
便
性
の
高
い
姫
路
鳥
取
線
沿
い

→
姫

路
鳥

取
線

が
全

通
し
た
こ
と
で
企

業
か
ら
「
立

地
の

選
択
肢
に
な
っ
た
」と

い
う
声
が
聞
こ
え
て
き
た

鳥
取
県
政

鳥
取
県
政

工
業

団
地

の
整

備
（
鳥

取
市

）
工

業
団

地
の
整

備
（
鳥

取
市

）
進
出
を
狙
う
企
業
（鳥

取
県
）

進
出
を
狙
う
企
業
（鳥

取
県
）

姫
路
鳥
取
線
を
取
り
巻
く
環
境
(
鳥
取
県
、
鳥
取
市
の
声
)

出
典

：
【
分

譲
状

況
】
鳥

取
県

、
鳥

取
市

ヒ
ア

リ
ン

グ
【
人

口
】
H

2
7
国

勢
調

査

■
工

業
団

地
分

譲
済

み
面

積
【
鳥

取
県

東
部

地
域

】

約
4
倍

布
袋

工
業

団
地

山
手

工
業

団
地

か
わ

は
ら

ち
ょ

う
や

ま
て

約
１
．
５
倍

布
袋

⼯
業

団
地

（
拡

張
⼯

事
中

）
ほ

て
い

全
線

開
通

前
（

H
24

）
約

5h
a

拡
張

後
(H

30
完

成
予

定
）

約
18

ha

：
拡

張
範

囲

：
既

存
範

囲

：
先

行
分

譲
範

囲

：
未

分
譲

範
囲

累 計 進 出 企 業 数 （ 件 ）

累 計 雇 用 者 数 （ 人 ）

鳥
取

市
1
9
3
,7

1
7
人

岩
美

町
1
1
,4

8
5
人

若
桜

町
3
,2

6
9
人

智
頭

町
7
,1

5
4
人

八
頭

町
1
6
,9

8
5
人

・姫
路
鳥
取
線
沿
線
で
は
、
工
場
団
地
の
分
譲
が
進
み
開
通
前
の
約
４
倍
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

・ま
た
、
鳥
取
市
河
原
町
山
手
地
区
に
お
い
て
新
規
に
工
業
団
地
が
造
成
さ
れ
る
な
ど
、
企
業
進
出
の
受
け
皿
整
備
も
進
み
、
さ
ら
な
る
企
業
の
進
出

と
雇
用
の
創
出
に
寄
与
し
て
い
る
。

工
業
団
地
の
分
譲
状
況
、
企
業
進
出
状
況

ほ
て

い

や
ま

て

や
ま
て

か
わ
は
ら

河
原

IC

県
道

河
原

ｲﾝ
ﾀｰ

線
（

H2
5.

3⽉
全

線
開

通
）

姫
路

⿃
取

線

⼭
⼿

⼯
業

団
地

（
Ｈ

29
完

成
予

定
）

や
ま

て

造
成

着
⼯

（
H

26
）

－
ha

先
⾏

分
譲

（
H

27
）

約
2h

a
全

体
計

画
（

H
29

）
約

8h
a

⾄ ⽤ 瀬 IC

累
計

進
出

企
業

件
数

累
計

雇
用

者
数

姫
路

鳥
取

線
鳥

取
県

内
全

線
開

通
（
H

2
2
.3

）

姫
路

鳥
取

線
中

国
道

ま
で

全
線

開
通

（
H

2
5
.3

）

姫
路

鳥
取

線
鳥

取
県

内
全

線
開

通
（
H

2
2
.3

）

姫
路

鳥
取

線
中

国
道

ま
で

全
線

開
通

（
H

2
5
.3

）
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

西
粟
倉
IC

•西
粟

倉
村

は
、
百

年
の
森

林
（
も
り
）
構

想
を
掲

げ
る
な
ど
地

域
再

生
の
取

り
組

み
を
実

施
し
て
い
る
。

•姫
路
鳥
取
線
開
通
に
よ
り
輸
送
時
間
が
短
縮
さ
れ
、
原
木
や
木
材
の
新
た
な
販
路
が
拡

大
し
出

荷
額

増
加

の
支

援
に
寄

与
し
て
い
る
。

•西
粟

倉
ＩＣ

周
辺

に
は
間

伐
材

等
の
加

工
企

業
等

も
進

出
し
、
新

た
な
雇

用
も
生

ま
れ
て
い
る
。

５
．

事
業

効
果

の
発

現
状

況
整

備
効

果
④

地
域

産
業

の
支

援
(林

業
の

活
性

化
)

原
木
・
木
材
の
輸
送
（
西
粟
倉
村
）

西
粟
倉
村
の
主
産
業
(
林
業
)
の
割
合

資
料

)西
粟

倉
村

役
場

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
注

)開
通

前
は

H
2
4
時

点
、

開
通

後
は

H
2
9
ヒ

ア
リ

ン
グ

時
点

※
西

粟
倉

村
が

把
握

す
る

原
木

・
木

材
と

し
て

の
輸

送
量林

業
45

%
農

業
55

%

1次
産

業
総

生
産

1.
4億

円

資
料

)

平
成

2
6
年

度
岡

山
県

市
町

村
民

経
済

計
算

広
島
方
面

鳥
取
方
面

出
荷
額

出
荷
量

グ
ラ
フ
凡

例

近
畿
方
面

1
.0

0
.5

0
.0

0
.5

0
.0

1
.0

0
.0

0
.5

0
.0

2
.0

1
.0

1
.5

2
.0

0
.5

0
.0

千
m

3
/
年

1
.5

千
万

円 1
.0

開
通

前
開

通
後

開
通
前

開
通
後

開
通
前

開
通
後

千
m

3
/
年

千
万
円

千
m

3
/
年

千
万
円

1
.0

0
.5

0
.0

1
.0

3
.0

2
.5

0.
6 

1.
1 

3.
8 

3.
7 

2.
3 

5.
5 

4.
8 

0.
8 

1.
1 

2.
9 

3.
5 

2.
3 

4.
7 

3.
9 

012345

0246810

H2
2

H
23

H2
4

H
25

H2
6

H
27

H2
8

生
産

量

出
荷

額

出荷量[千㎡]

出荷額[千万円]

資
料

)

西
粟

倉
村

役
場

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果

姫
路
鳥
取
線
全
線
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
河
原
～
鳥
取
）
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
佐
用
～
大
原
）
開
通

出
荷
量

・
出

荷
額

増
加

原
木
・
木
材
の
出
荷
量
・
出
荷
額
の
推
移 (西

粟
倉

村
)

西
粟
倉
村

1
1

2
3

4
4

6
7

8
9

12
17

2
3

6
9

10

11

1
1

2
3

4
4

8
10

14
18

22

28

19
19

20

49
59

59
67

69

86
92

99

13
5

02040608010
0

12
0

14
0

0510152025303540

H1
8

H
19

H
20

H
21

H
22

H2
3

H2
4

H2
5

H
26

H
27

H
28

H
29

進
出
企
業
数
・
従
業
員
数
の
推
移
(
西
粟
倉
村
)

生
産

・
製

造
関

連
企

業
1
7
社

(木
製

関
連

6
社

)

進
出

企
業

・
従

業
員

数
増

加

姫
路
鳥
取
線
全
線
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
河
原
～
鳥
取
）
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
佐
用
～
大
原
）
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
智
頭
～
河
原
）
開
通

姫
路
鳥
取
線
（
智
頭
南
～
智
頭
）
開
通

資
料

西
粟

倉
村

役
場

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果

進出企業数累計(社)

進出企業の従業員数累計(人)

生
産

･製
造

関
連

(累
計

)

そ
の

他
(累

計
)

従
業

員
数

(累
計

)

西
粟
倉
村
の
進
出
企
業

《
凡
例
》

生
産
・
製
造
関
連

う
ち
木
製
品
製
造

林
業
関
連

サ
ー
ビ
ス
業
・
不
動
産
他

沿
線

に
製

造
業

を
中

心
と
し
て
企

業
が
進

出

資
料

)西
粟

倉
村

役
場

ヒ
ア

リ
ン

グ
結

果
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

６
．

今
後

の
事

業
評

価
の

必
要

性
等

・
Ｐ

Ｃ
橋

の
鋼

材
配

置
計

画
の

見
直

し
や

、
補

強
土

壁
の

パ
ネ

ル
形

式
の

変
更

な
ど

新
技

術
を

活
用

す
る

こ
と

で
、

コ
ス

ト
縮

減
を

図
り

事
業

を
完

了
す

る
事

が
で

き
た

。
今

後
も

新
技

術
な

ど
を

活
用

し
、

コ
ス

ト
縮

減
に

向
け

た
取

組

を
推

進
し

て
い

く
こ

と
が

重
要

で
あ

る
。

・
ま

た
、

整
備

効
果

に
あ

た
っ

て
は

、
３

便
益

以
外

の
把

握
に

努
め

る
必

要
が

あ
る

。

・
事

業
評

価
手

法
に

つ
い

て
は

、
一

体
と

な
っ

て
効

果
を

発
揮

す
る

道
路

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

に
つ

い
て

は
そ

れ
ら

を
ま

と
め

て
評

価
す

る
こ

と
も

重
要

と
考

え
る

。

今
後
の
事
後
評
価
の
必
要

性

改
善
措
置
の
必
要
性

同
種

事
業

の
計

画
・

調
査

の
あ

り
方

や
事

業
評

価
手

法
の

見
直

し
の

必
要

性

•姫
路

鳥
取

線
及

び
志

戸
坂

峠
道

路
の

整
備

に
よ

り
、

一
定

の
効

果
が

確
認

で
き

る
こ

と
か

ら
、

改
善

措
置

の
必

要
性

は
な

い
と

考
え

る
。

•な
お

、
４

車
線

整
備

に
つ

い
て

は
、

今
後

の
沿

線
周

辺
な

ど
の

開
発

や
交

通
状

況
等

を
踏

ま
え

て
検

討
す

る
。

•整
備

に
よ

り
、

輸
送

時
間

の
短

縮
、

安
全

安
心

の
確

保
、

沿
線

地
域

の
産

業
・
経

済
・
文

化
の

発
展

な
ど

、
事

業
目

的
に

見
合

っ
た

効
果

が
確

認
で

き
る

こ
と

か
ら

、
今

後
の

事
後

評
価

の
必

要
は

な
い

と
考

え
る

。
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

•地
域

か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
道

路
の
役

割
に
つ
い
て
は
従
来

の
3
便

益
に
加

え
て
、
「
地

域
か
ら
期

待
さ
れ
る
道

路
の
役

割
」
等

を
整

理
。

＜
参

考
資

料
＞

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

３
便
益
(
B
)

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

7
,6
0
0台

／
日
～
10

,6
0
0台

/日
約
61

1億
円

9
44
億
円

1
,0
6
0億

円
1
.1

◆
３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

項
目

全
体

事
業

費
用
（
C
）

94
4

事
業
費

88
2

維
持
管
理
費

62

便
益
額
（
B
）

1,
06

0

走
行
時
間
短
縮
便
益

77
1

走
行
経
費
減
少
便
益

19
7

交
通
事
故
減
少
便
益

92

費
用
便
益
比

1.
1

便
益
計
測
対
象
項

目
内

容

走
行
時
間
短
縮
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
計
測
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ

ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却

費
）
の
減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出

し
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に

伴
う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者

、
歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊

を
受
け
る
車
両
や
構
造
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減

少
す
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の

（
億

円
）

◆
道

路
の
役

割

中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
（
佐

用
～

西
粟

倉
）

※
費

用
便

益
比

に
つ

い
て

は
、

暫
定

２
車

線
整

備
時

の
「
費

用
(C

)」
、

「
便

益
(B

)」
に

よ
り

算
出

※
基

準
年
：

H
29

年

■
道

路
の

役
割

①
環

境
の

改
善

（
地

球
環

境
）

[
C
O
2
排

出
量

：
約

7
.
8
千

ト
ン

／
年

(
2
.
4
%
)
削

減
]

環
境

の
改

善
（

沿
道

環
境

）
[N

O
x排

出
量

：
約

19
.
6㌧

/年
(
2.
3
%
)削

減
SP
M
排

出
量

：
約

1
.
6㌧

/年
（

3.
5
%
)削

減
]

②
移
動

及
び

輸
送
の

効
率

化
に
よ

る
企

業
活

動
の

支
援

③
移
住

・
定

住
の
促

進
④
緊
急

輸
送

道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
信

頼
性

向
上
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中
国

横
断

自
動

車
道

姫
路

鳥
取

線
一

般
国

道
3
7
3
号

志
戸

坂
峠

道
路

•地
域

か
ら
の
要

望
等

を
踏

ま
え
、
道

路
の
役

割
に
つ
い
て
は
従
来

の
3
便

益
に
加

え
て
、
「
地

域
か
ら
期

待
さ
れ
る
道

路
の
役

割
」
等

を
整

理
。

＜
参

考
資

料
＞

計
画
交
通
量

総
事
業
費

総
費
用
(
C
)

３
便
益
(
B
)

費
用
対
効
果
(
B
/
C
)

9
,5
0
0台

／
日
～
9,

60
0台

/日
約
91

0億
円

1
,8
0
6億

円
8
90
億
円

0
.5

※
基

準
年
：

H
29

年

◆
３
便

益
に
よ
る
費

用
便

益
比

項
目

全
体

事
業

費
用
（
C
）

1,
80

6

事
業
費

1,
73

2
維
持
管
理
費

75

便
益
額
（
B
）

89
0

走
行
時
間
短
縮
便
益

69
6

走
行
経
費
減
少
便
益

11
8

交
通
事
故
減
少
便
益

77

費
用
便
益
比

0.
5（
億

円
）

◆
道

路
の
役

割

志
戸

坂
峠

道
路

便
益
計
測
対
象
項

目
内

容

走
行
時
間
短
縮
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
時
間
が
短
縮

さ
れ
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
計
測
し
た
も
の
。

走
行
経
費
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
っ
て
走
行
条
件
が
改
善

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
走
行
に
必
要
な
経
費
（
燃
料
費
、
オ
イ

ル
費
、
タ
イ
ヤ
・
チ
ュ
ー
ブ
費
、
車
両
整
備
費
、
車
両
償
却

費
）
の
減
少
効
果
を
対
象
と
し
て
算
出
し
た
も
の
。

な
お
、
走
行
時
間
に
含
ま
れ
な
い
経
費
を
対
象
と
し
て
算
出

し
て
い
る
。

交
通
事
故
減
少
便
益

周
辺
道
路
も
含
め
、
道
路
整
備
に
よ
る
交
通
量
等
の
変
化
に

伴
う
、
交
通
事
故
に
よ
る
社
会
的
損
失
（
運
転
者
、
同
乗
者

、
歩
行
者
に
関
す
る
人
的
損
害
額
、
交
通
事
故
に
よ
り
損
壊

を
受
け
る
車
両
や
構
造
物
に
関
す
る
物
的
損
害
額
等
）
が
減

少
す
る
効
果
を
貨
幣
価
値
と
し
て
算
出
し
た
も
の

※
費

用
便

益
比

に
つ

い
て

は
、

暫
定

２
車

線
整

備
時

の
「
費

用
(C

)」
、

「
便

益
(B

)」
に

よ
り

算
出

■
道

路
の

役
割

①
環

境
の

改
善

（
地

球
環

境
)
[
CO
2排

出
量

：
約

2
.4
千

ト
ン

／
年

(0
.
1
%)
削

減
]

環
境

の
改

善
（

沿
道

環
境

)
[
N
O
x
排

出
量

：
約

1
3
.
4
㌧

/年
(0
.
1
%
)
削

減
S
P
M
排

出
量

：
約

1
.
1
㌧

/
年

（
0
.
2
%
)
削

減
]

②
移
動

及
び

輸
送
の

効
率

化
に
よ

る
企

業
活

動
の

支
援

③
移
住

・
定

住
の
促

進
④
緊
急

輸
送

道
路
ネ

ッ
ト

ワ
ー
ク

の
信

頼
性

向
上
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